
ステップアップ

図形の問題①

1 次の問いに答えなさい。

(1) 右の図のような、平行四辺形ＡＢＣＤがあり、
　　辺ＣＤを３等分する点のうち点Ｄに近い方の点
　　をＥとし、線分ＡＣと線分ＢＥとの交点をＦと
　　する。ＡＦ＝６㎝のとき、線分ＣＦの長さを求
　　めなさい。

4-6-1

(2) 右の図２のように、ＡＢ＝１０㎝、ＢＣ＝８㎝

　　∠ＡＢＣ＝９０°の直角三角形ＡＢＣがあり、
　　辺ＡＣ上に点ＤをＡＤ＝５㎝となるようにと
　　る。また、辺ＡＢ上に点Ｅを∠ＡＤＥ＝９０°
　　となるようにとる。
　　このとき、線分ＤＥの長さを求めなさい。
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ステップアップ

図形の問題②

1 次の図は、ＡＤ　ＢＣ、ＡＤ＝３㎝

ＢＣ＝６㎝、∠ＡＢＣ＝９０°の台
形ＡＢＣＤを底面とし、ＡＥ＝ＢＦ
＝ＣＧ＝ＤＨ＝４㎝を高さとする四角
柱であり、四角形ＡＢＦＥは正方形で
ある。また、２点Ｉ、Ｊはそれぞれ辺
ＢＣ、辺ＧＨの中点である。
このとき、次の問いに答えなさい。

(1) この四角柱の表面積を求めなさい。

4-6-2

(2) この四角柱の表面上に、点Ｉから辺ＦＧに交わるように点Ｊまで線を引く。この
　　ような線のうち、長さが最も短くなるように引いた線が、辺ＦＧに交わっている
　　点をＫとするとき、２点Ａ、Ｋ間の距離を求めなさい。

Ｊ、Ｋ、Ｉを含む展開図の一部
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ステップアップ

図形の問題③

1 次の図は、ＡＢ＝６㎝、∠ＡＢＣ＝６０°
∠ＡＣＢ＝９０°の直角三角形ＡＢＣを
底面とする三角柱の展開図であり、四角
形ＡＤＥＦは正方形である。
また、点Ｇは線分ＤＥの中点である。
このとき、この展開図を点線で折り曲げ
てできる三角柱について、次の問いに答
えなさい。

(1) この三角柱の体積を求めなさい。

4-6-3

(2) この三角柱において、２点Ｃ、Ｇ間の距離を求めなさい。
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ステップアップ

図形の問題④

1 次の図は、線分ＡＢを直径とする円Ｏ

を底面とし、ＡＣ＝６㎝を高さとする

円柱である。点Ｄは、円Ｏの周上の点

で、∠ＡＯＤ＝９０°であり、点Ｅ

は点ＤをふくまないＡＢ上の点で、

∠ＡＯＥ＝１５０°である。

また、点Ｆはこの円柱の２つの底面

のうち円Ｏとは異なる円の周上の点

で、線分ＥＦは底面に垂直である。

ＡＢ＝６㎝のとき、次の問いに答え

なさい。ただし、円周率はπとする。

(1) この円柱の体積を求めなさい。

4-6-4

(2) 線分ＤＥの長さを求めなさい。
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(3) 線分ＥＦ上に点ＧをＥＧ＝４㎝となるようにとるとき、２点Ｄ、Ｇ間の距離
　　を求めなさい。
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ステップアップ

図形の問題⑤

1 次の図は、ＡＢ＝３㎝、ＢＣ＝２㎝、

∠ＡＢＣ＝９０°の直角三角形ＡＢ

Ｃを底面とし、点Ｄを頂点とする三

角錘であり、ＡＤ＝６㎝、∠ＡＢＤ

＝∠ＣＢＤ＝９０°である。点Ｅは

辺ＡＤ上の点で、ＡＥ＝２㎝である。

このとき、次の問いに答えなさい。

(1) この三角錐の体積を求めなさい。

4-6-5

(2) この三角錐の表面に、点Ｃから辺ＢＤに
　　交わるように、点Ｅまで細い糸をかける。
　　かけた糸の長さが最も短くなるとき、そ
　　の糸の長さを求めなさい。ただし、糸は
　　のびたり縮んだりしないものとする。
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ステップアップ

図形の問題⑥

1 次の図は、ＡＤ　ＢＣの台形ＡＢＣＤ

を底辺とする四角柱の展開図であり、

ＡＤ＝５㎝、ＣＤ＝３㎝、∠ＡＤＣ＝

９０°で、四角形ＤＥＦＧと四角形

ＥＨＩＦはともに正方形である。

このとき、この展開図を点線で折り

曲げてできた四角柱について、次の

問いに答えなさい。

(1) この四角柱の体積を求めなさい。

4-6-6

(2) この四角柱において、線分ＡＩの長さを求めなさい。
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